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研究テーマ ライフスタイルの変化にともなう新たな物流サービスの成立要件に関

する研究 

研究の目的： 

近年の少子高齢化による過疎化問題や高齢者の介護問題や医療問題、女性の社会進出や生活の 24 時間

化、商品の差別化等による生活の多元化、および情報化や国際化、ICT 化により、人々のライフスタイル

が変化している。この少子高齢化、生活の多元化、情報化、国際化、ICT 化は、小口貨物の多頻度輸配送

の増加等の物流サービスに影響を与えることがあるため、ライフスタイルの変化により、新たな物流サー

ビスが必要となる場合もある。このことから、ライフスタイルの変化と新たな物流サービスの相互関係を

明らかにするとともに、新しい物流サービスの成立要件を明らかにする必要がある。 

そこで、本研究では、ライフスタイルの変化にともなう新たな物流サービスが成立する要件を、実

際に新たな物流サービスを行っている事例をもとに、実態分析を行うことで、新たな物流サービスの

成立要件を明らかにしていくことを目的とする。 

研究の経過（4 月～9 月）： 

上期では、研究を「ICT 化と少子高齢化と流通チャネル WG」、「コンパクトシティーWG」、「中山

間地域問題 WG」、「宅配サービス WG」の 4 つの WG で研究の検討を行った。 

 具体的には、「ICT 化と少子高齢化と流通チャネル WG」では、5 つの商品の販売方法別（小型店舗

の出店、店舗型配送サービス、店舗での取り置きサービス、コンビニ受取、ネット宅配）に成立要件

を明らかにするために、販売方法別に利用可能性の分析方法を明らかにした。「コンパクトシティー

WG」では、コンビニ以外の商業施設の集約による自動車からの自転車・徒歩への転換の影響分析方

法を明らかにした。「中山間地域問題 WG」では、生活必需品の帰り便によるリサイクル品輸送に適

した地域、トータルコストや収入の算出方法、およびリサイクル品の排出量予測方法を明らかにした。

「宅配サービス WG」では、宅配便の端末輸送に着目した場合の事業性の分析方法を明らかにした。 

下期へ向けて（課題等）： 

下期では、「ICT 化と少子高齢化と流通チャネル WG」では、販売方法別に実施上の課題を示す。「コ

ンパクトシティーWG」では、コンビニ以外の商業施設が集約した場合の効果と課題を示す。「中山間

地域問題 WG」では、生活必需品の帰り便によるリサイクル品輸送を実施した場合の課題を示す。「宅

配サービス WG」では、宅配便の端末輸送に着目した場合の事業性の課題を示す。 

以上の分析を通して、ライフスタイルの変化にともなう新しい物流サービスの成立要件を明らかに

していく予定である。 
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